
一般財
団法人

https://nikkoren.net/

４月号　毎月25日発行

　（₁）　第₈₅₇号 （昭和₂₆年₄月₂₈日第三種郵便物認可） 退　職　公　務　員　新　聞 令和₅年（₂₀₂₃年）₄月₂₅日（火）

制度と人の幸せは
向こうからはやって来ない
自らの行動で、
次世代の幸せをも願おう

松本剛志総務大臣に要望書を手渡す鴨下一郎会長

　
諸
物
価
高
騰
が
国
民
の

生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
今

　
国
民
・
企
業
等
国
全
体

に
対
し
　
し
っ
か
り
と
対

策
を
講
ず
る
と
と
も
に
　

適
正
な
年
金
の
給
付
水
準

を
確
保
さ
れ
た
い

　
社
会
保
障
対
策
委
員
会

で
検
討
、
成
文
化
さ
れ
た

上
の
要
望
書
を
携
え
て
去

る
３
月
３
日
（
金
）、
鴨

下
会
長
は
事
務
局
職
員
を

伴
っ
て
松
本
剛
志
総
務
大

臣
を
大
臣
室
に
訪
ね
て
要

望
し
た
。

　「
今
後
の
物
価
の
動
向

を
注
視
し
て
対
策
を
打
っ

て
い
く
」
と
の
大
臣
の
回

答
が
あ
っ
た
。（
一
部
既

報
）

　
企
業
の
価
格
転
嫁
姿
勢

が
積
極
的
に
な
っ
て
お

り
、
４
月
以
降
、
電
気
料

金
等
も
含
め
て
さ
ら
な
る

値
上
げ
も
予
想
さ
れ
る
。

日
本
国
民
を
視
界
に
置
い

て
日
公
連
は
こ
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

令
和
５
年
度

　
要
望
事
項
の
趣
旨

　
要
望
事
項
の
趣
旨
と
そ

の
背
景
に
つ
い
て
述
べ

る
。

　
第
一
項
は
、
退
職
公
務

員
の
年
金
を
支
え
て
い
る

の
は
、
現
役
世
代
の
保
険

料
収
入
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
現
役
世
代
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
、

応
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
項
は
、
厚
労
省
の

「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」

に
よ
る
と
公
的
年
金
・
恩

給
を
受
給
し
て
い
る
高
齢

者
世
帯
で
総
所
得
の
８０
％

以
上
が
年
金
・
恩
給
で
あ

る
と
す
る
も
の
が
５７
％
を

超
え
る
。
こ
れ
か
ら
の
改

革
に
当
た
っ
て
は
、
年
金

生
活
者
の
負
担
が
過
重
に

な
ら
な
い
よ
う
要
望
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
第
三
項
は
、
我
が
国
は

世
界
に
先
駆
け
超
高
齢
社

会
を
迎
え
、
そ
の
一
方
で

人
口
減
少
や
労
働
力
人
口

の
減
少
が
現
実
化
し
て
い

る
。
そ
れ
を
補
完
す
る
た

め
、
定
年
の
延
長
や
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢

者
及
び
女
性
が
働
く
た
め

の
環
境
を
早
急
に
整
備
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
第
四
項
は
、我
が
国
は
、

２
０
０
８
年
の
１
億
２
千

８０８
万
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口

減
少
社
会
と
な
っ
た
。
と

り
わ
け
高
齢
者
の
増
加
と

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が

問
題
で
あ
る
。
２
０
４
０

年
を
見
越
し
て
こ
の
現
実

を
踏
ま
え
、
少
子
化
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ

う
要
望
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
第
五
項
は
、
現
役
世
代

の
賃
金
と
公
的
年
金
の
給

付
水
準
の
比
較
に
当
た
っ

て
は
、
公
的
年
金
か
ら
医

療
保
険
料
や
介
護
保
険
料

等
を
控
除
し
た
年
金
額
で

比
較
す
べ
き
で
あ
る
と
の

要
望
で
あ
る
。
現
役
世
代

の
賃
金
は
そ
れ
ら
を
控
除

し
た
額
で
あ
る
。

　
本
紙
退
職
公
務
員
新
聞

は
、昭
和
２４
年
発
刊
以
来
、

本
年
３
月
号
で
８５６
号
を
数

え
ま
す
。
７５
年
に
わ
た
っ

て
数
え
切
れ
な
い
会
員
の

方
々
の
努
力
に
よ
っ
て
例

月
発
行
が
続
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
日
公
連
と
会
員

の
方
々
を
繋
ぐ
唯
一
の
ツ

ー
ル
、
日
公
連
組
織
の
基

盤
で
あ
り
、
一
面
象
徴
で

も
あ
る
事
業
の

一
つ
と
理
解
し

て
例
月
発
行
を

続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
読
者

の
減
少
、
配
送

費
の
高
騰
等
の

影
響
で
、
一
部

年
間
２００
円
の
新

聞
代
で
は
印
刷

か
ら
配
送
ま
で

充
当
で
き
な
い

こ
と
が
判
っ
て

き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
連
盟
理

事
会
で
２０
数
年

間
据
え
置
い
て

き
た
２００
円
の
新

聞
代
に
つ
い

て
、
１
年
か
け

て
検
討
し
な
が
ら
、
会
員

の
方
々
に
ご
芳
志
を
賜
っ

て
本
年
度
は
例
月
発
行
を

続
け
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
左
記
の
要
領
で

ご
送
金
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
各
退
公
連
本
部
や
各
支

部
単
位
で
の
ご
支
援
を
妨

げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
理
事
会
開
催

　
３
月
９
日
（
木
）
日
公

連
会
館
で
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
冒
頭
、
鴨
下
会
長

は
「
組
織
の
中
に
助
け
合

い
の
仕
組
み
を
作
ろ
う
」

と
呼
び
掛
け
た
。

　
日
公
連
事
務
局
か
ら
、

財
務
を
考
慮
し
た
日
公
連

の
事
業
の
縮
小
の
方
向

性
、
平
成
５
年
度
の
予
算

（
案
）
が
提
案
さ
れ
た
。

予
算
に
関
連
し
て
退
職
公

務
員
新
聞
の
新
聞
代
の
値

上
げ
が
議
論
さ
れ
た
が
、

こ
の
件
に
つ
い
て
は
会
長

及
び
事
務
局
の
与
り
と
な

り
、
今
後
１
年
か
け
て
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
令
和
５
年
度
の
社
会
保

障
制
度
改
革
に
関
す
る
要

望
事
項
・
社
会
貢
献
・
組

織
強
化
・
女
性
部
の
活
動

計
画
等
各
案
が
提
示
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

　
退
職
公
務
員
新
聞
に
つ

い
て
、
そ
の
発
行
、
配
送

の
た
め
の
寄
付
金
募
金
が

事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
了

承
さ
れ
た
。

退職公務員新聞の発行と配布を支える募金

（ １ ）募 金 額　 １ 口　1,000円
（ ２ ）振 込 先　①郵便局から　口座番号　001５0-９-９４６４４
　　　　　　　　　加入者　　　一般財団法人 日本退職公務員連盟
　　　　　　　　②銀行から　　みずほ銀行上野支店
　　　　　　　　　　　　　　　当座預金　01２７７0５
　　　　　　　　　振込名義　　一般財団法人 日本退職公務員連盟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 専務理事　小松博則
（ ３ ）受付期間　　令和 ５ 年 ４ 月 １ 日～ ８ 月３1日

令
和
五
年
度

社
会
保
障
制
度
改
革
に
関
す
る
要
望
事
項

一　

�

公
務
員
の
処
遇
・
有
為
な
人
材
の
確
保
に
当
た
っ
て
は　

人
事
院
勧
告
を

尊
重
す
る
と
と
も
に
公
務
員
が
職
務
に
専
念
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て

十
分
配
慮
さ
れ
た
い

一　

�

公
的
年
金
制
度　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

介
護
保
険
制
度
等
の
改
革
に

当
た
っ
て
は　

年
金
生
活
者
の
負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
配

慮
さ
れ
た
い

一　

�

超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
で　

労
働
力
人
口
を
確
保
す
る
た
め
に
は　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
及
び
女
性　

特
に
子
育
て
世
代
が
安
心

し
て
働
き
易
い
労
働
環
境
の
改
善
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い

一　

�

我
が
国
の
人
口
が
減
少
し
続
け
る
現
実
を
注
視
し
て　

少
子
化
問
題
の
解

決
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
い

一　

�

現
役
世
代
の
賃
金
と
公
的
年
金
の
給
付
水
準
の
比
較
に
当
た
っ
て
は　

消
費
者
物
価
の
動
向
を
は
じ
め　

現
役
世
代
と
同
様
に
各
種
保
険
料
等

を
年
金
か
ら
控
除
す
る
と
と
も
に　

単
身
高
齢
者
世
帯
の
増
加
に
も
留

意
さ
れ
た
い

令和５年度予算
５．４／１～６．３／３１

単位：円
収　入　の　部

分担金収入 ４５，６０１，０００
事業収入 ７，８００，０００
雑収入 １，３００，０００
経常収益計 ５４，７０１，０００

支　出　の　部
実施事業費 ３３，３２８，７５０
（各種委員会・機関誌発行等）
その他事業費 １５，２９５，２５０
（全国大会等）
管理費 ５，８４５，０００
（理事会・消耗品費等）
経常費用計 ５４，４６９，０００
当期経常増減額 ２３２，０００

諸
物
価
高
騰
に
関
す
る

緊
急
要
望
　
総
務
大
臣
に

退
公
連
の
中
に
　
　
　
　
　
　
　
　

　
助
け
合
い
の
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う

本
紙
の
発
行
と
配
布
に
　
　

　
関
す
る
ご
芳
志
の
お
願
い

　
あ
る
退
公
連
の
支
部
長

か
ら
電
話
に
よ
る
要
請
が

あ
っ
た
。
要
旨
は
、
日
公

連
か
ら
は
、
新
聞
の
ほ
か

通
知
や
事
務
連
絡
な
ど
数

多
く
届
く
が
、
そ
の
内
容

を
会
員
に
説
明
す
る
に
あ

た
り
、
専
門
用
語
や
カ
タ

カ
ナ
語
が
多
く
苦
慮
し
て

い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

平
易
な
文
章
や
用
字
を
用

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
●
こ
の

よ
う
な
要
望
は
従
来
か
ら

あ
り
担
当
者
は
、
現
場
の

方
々
の
ご
苦
労
を
思
い
、

日
頃
か
ら
平
易
な
文
字
や

表
現
を
用
い
る
よ
う
心
が

け
て
い
る
が
、
こ
れ
が
な

か
な
か
難
し
い
●
新
聞
で

は
難
し
い
漢
字
に
は
ル
ビ

を
付
す
こ
と
に
し
て
お

り
、
年
金
に
関
す
る
専
門

用
語
に
は
簡
単
な
解
説
メ

モ
を
付
す
な
ど
で
対
応
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
方

策
に
も
限
界
が
あ
る
●
最

近
、
一
般
紙
な
ど
は
、
記

事
中
の
カ
タ
カ
ナ
語
に
は

か
っ
こ
書
き
で
簡
単
な
訳

語
が
添
え
ら
れ
て
い
る
●

日
公
連
・
退
公
連
に
は
Ｉ

Ｔ
化
に
備
え
て
改
革
・
改

善
す
べ
き
は
山
積
し
て
い

る
が
、
賛
助
会
員
を
含
め

２０
万
人
を
超
え
る
会
員
へ

の
情
報
伝
達
は
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
文
言
・
表
記

に
つ
い
て
は
一
層
心
し
て

取
り
組
み
た
い
。（
Ｙ・Ｍ
）



生活におけるトラブルをすぐに解決!
安心・安全な暮らしを守る
日公連会員限定24時間安心駆け付けサポート
出張料・作業料０円!!

鍵のトラブル ガラスのトラブル

水のトラブル

生活における
様々なトラブルに
24時間
365日対応!

作業時間、約 60 分の作業まで０円 !!

日本退職公務員連盟
会員限定サービス

あなたの暮らしのお医者さん
申込方法のお問合せはお電話で

350
万人

安心の実績
会員数

0120-286-800 ジャパンベストレスキューシステム株式会社
〒100-0004 東京都千代田区大手町 2-1-1 大手町野村ビル 7F

24時間安心駆け付けサポート
年会費
申込方法
支払方法

5,500円（税込）
QR コード
コンビニ払い

※お電話でのご相談 24 時間 365 日受付
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○年金相談… ５月 ８日㈪、２５日㈭
○心の悩み相談… ５月 ８日㈪、２５日㈭
　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで

０３−３８２２−１２１６

☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

加
入
案
内
資
料
①
〜
④

「
一
筆
箋
」
に
よ
る

加
入
の
お
誘
い

会
員
の
広
場

稲刈り体験学習

ひまわり畑に看板を設置

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

老
い
て
み
て
古
老
の
知
恵
も
身
に
つ
か

ず
た
だ
ひ
た
す
ら
に
生
き
る
身
を
知
る

岐
阜
県　
大
下
三
郎

我
が
未
来
兵
隊
さ
ん
と
決
め
て
ゐ
た

そ
ん
な
昭
和
の
少
年
で
し
た

群
馬
県　
熊
澤　
峻

真
夜
中
に
怖
い
夢
見
て
目
が
覚
め
て

正
夢
で
な
く
ほ
っ
と
安
心

茨
城
県　
佐
山　
正

贅
沢
は
敵
と
思
へ
ど
街
に
出
て

ラ
ー
メ
ン
す
す
る
年
金
日
け
ふ

福
島
県　
今
野
金
哉

里
神
楽
大
蛇
や
舞
台
は
み
だ
し
て

山
口
県　
粟
屋
邦
夫

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

お
隣
り
の
雨
戸
が
開
い
た
今
朝
も
無

事�

愛
知
県　
竹
内
明
弘

放
課
後
に
生
き
が
い
見
つ
け
光
る
き

み�

神
奈
川
県　
三
上
敏
夫

文
通
で
思
ひ
伝
え
た
キ
ミ
と
ボ
ク

今
で
は
「
あ
・
う
ん
」
で
口
も
省
エ
ネ

兵
庫
県　
野
﨑　
俊

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

下
校
児
の
目
張
る
雪
間
や
蕗
の
薹と

う

山
形
県　
上
野
直
樹

軒
先
に
投
石
さ
れ
て
も
黙
る
国

福
島
県　
青
山
邦
夫

管
理
職
終
え
て
今
度
は
妻
の
部
下

長
野
県　
白
石
幸
男

食
べ
さ
せ
る
マ
マ
も
大
き
な
口
を
開
け

和
歌
山
県　
三
宅
保
州

啓
蟄
の
土
掘
り
起
こ
す
鍬
の
光

香
川
県　
鈴
木
惠
美

花
の
雨
庭
の
雑
草
背
伸
び
す
る

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

一
喜
一
憂
な
れ
ど
好
き
で
す
春
が
来
る

宮
城
県　
平
岡
良
一

心豊かに心豊かに

　
三
十
代
の
頃
か
ら
体

力
づ
く
り
で
始
め
た
ウ

ォ
ー
キ
ン

グ
。
各
地

で
開
催
さ

れ
て
い
る

大
会
に
参

加
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
本
を
き
っ
か
け

に
西
国
三
十
三
所
を
知

る
こ
と
と
な
り
、
一
年

を
か
け
て
近
畿
一
円
の
古

刹
を
巡
る
こ
と
に
。

　
退
職
後
、
歩
く
こ
と
と

古
寺
巡
礼
は
、四
国
遍
路
、

知
多
四
国
、
熊
野
古
道
の

歩
き
遍
路
に
繋
が
り
ま
し

た
。

　
そ
の
あ
る
本
と
は
五
木

寛
之
著
「
百
寺
巡
礼
」。

今
は
暇
を
見
つ
け
て
は

全
国
の
百
寺
を
巡
る
旅

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か

ら
も
健
康

に
留
意

し
、
会
員

の
皆
様
と

の
繋
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
退
公
連
活
動
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
風
に
吹
か
れ
て

　
　
　
古
寺
巡
礼
」

三
重
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
山
本
信
一

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
秋
田
県
退
職
公
務
員
連
盟
・
横
手
支
部
は
、
新
規
加
入
者
の
増
大
を
め
ざ
し
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
組

織
拡
充
活
動
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
新
規
退
職
者
の
ほ
か
に
二
か
年
の
過
年
度
退
職
者
ま
で
の
三
年
間
の

退
職
者
に
対
し
、
継
続
的
な
会
員
勧
誘
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
横
手
支
部
事
務
局
長
　
石
川
　
伸

いきいき退公連

秋田県連の巻

退
職
と
と
も
に
迷
わ
ず
農
作
業

に
飛
び
込
み
、
９
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　
共
同
で
使
え
る
大
型
の
農
機

が
１２
台
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
と
草
刈

り
機
が
あ
り
、
活
動
に
参
加
で

き
、
す
ご
く
助
か
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
９
名
で
地
元
下
山
田

小
学
校
区
内
４７
軒
分
の
農
地
２８

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
夏
は
水
稲
と

大
豆
、
冬
は
裏
作
と
し
て
麦
を

　
か
つ
て
産
炭
が
盛
ん
で
あ
っ

た
嘉
穂
山
田
支
部
は
、
筑
豊
地

区
の
嘉
麻
市
、
福
岡
県
の
お
へ

そ
の
部
分
に
位
置
し
、
会
員
数

は
１４５
名
で
す
。

　
退
職
を
前
に
実
家
に
戻
っ
た

私
に
、「
茂
晴
ち
ゃ
ん
、
退
職

を
待
っ
と
っ
た
よ
。
一
緒
に
や

ろ
う
」
と
、
共
同
で
農
作
物
を

栽
培
す
る
農
事
組
合
法
人
の
代

表
の
方
か
ら
強
く
勧
め
ら
れ
、

育
て
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
小
学
校
の
５
年

生
に
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
体

験
学
習
を
行
い
、
地
元
農
業
へ

の
関
心
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
新
米
を
家
に
持
ち
帰

っ
た
子
ど
も
達
か
ら
「
も
ち
も

ち
し
て
い
て
お
い
し
か
っ
た

よ
」
と
い
う
感
想
を
聞
く
と
、

励
ま
さ
れ
元
気
が
出
ま
す
。

ま
す
。

　
加
入
案
内
資
料
は
、
①

「
宛
名
に
必
ず
個
人
名
を

入
れ
た
支
部
か
ら
の
勧
誘

文
書
」
②
「
県
退
公
連
の

入
会
案
内
」
③
「
日
公
連

我
が
支
部
の
組
織
拡
充

我
が
支
部
の
組
織
拡
充

三
年
間
の
退
職
者
へ
勧
誘
活
動
実
践

三
年
間
の
退
職
者
へ
勧
誘
活
動
実
践

農
業
を
通
し
て
の

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

福
岡
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
嘉
穂
山
田
支
部
　
大
里
茂
晴
　

の
入
会
案
内
」
④
「
加
入

申
込
書
の
は
が
き
」
の
ほ

か
に
、
支
部
長
・
副
支
部

長
・
女
性
部
長
等
支
部
役

員
の
自
筆
の
「
一
筆
箋
」

に
よ
る
加
入
の
お
誘
い
を

　
さ
ら
に
、
小
学
校
区
内
の
田

畑
の
環
境
保
全
会
を
立
ち
上
げ

８
年
、
月
に
一
回
、
排
水
路
の

草
刈
り
、
泥
上
げ
、
た
め
池
の

草
刈
り
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
立
ち
上
げ
た
時
は
、
参
加
者

が
１０
人
、
現
在
は
、
大
学
生
か

ら
９０
才
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で

２５
人
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
事
務
局
と
し
て
、
作
業
の
日

程
調
整
が
、
天
候
に
左
右
さ
れ

る
の
で
大
変
な
時
も
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
方
々
が
た
く
さ
ん

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
保
全
会
で
は
、

県
道
沿
い
の
遊
休
地
を
お
借
り

し
、
ひ
ま
わ
り
を
育
て
て
い
ま

す
。
地
元
を
は
じ
め
車
で
通
行

す
る
方
々
に
も
、
ひ
ま
わ
り
の

花
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
身
体
の
動
く

限
り
、好
き
な
農
業
を
通
し
て
、

地
域
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
横
手
支
部
の
勧
誘
活
動

は
、
従
来
か
ら
過
年
度
退

職
者
を
含
め
た
退
職
者
を

対
象
に
し
て
支
部
組
織
の

拡
充
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
２６
年
度
か
ら
今
年

度
で
１０
年
間
に
わ
た
っ

て
、
過
去
２
年
度
を
含
む

３
年
間
の
退
職
者
を
対
象

に
勧
誘
を
し
て
い
ま
す
。

新
入
会
員
へ
の
入
会
案
内

は
、
定
期
人
事
異
動
の
新

聞
記
事
等
に
よ
り
退
職
者

を
確
認
し
、
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
一
段
落
す
る

４
月
初
旬
に
発
送
し
て
い

　
国
家
公
務
員
の
定
年
引

き
上
げ
に
準
じ
た
措
置
に

よ
り
、
改
正
地
方
公
務
員

法
が
こ
の
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
、
秋
田
県
も
県
職
員

の
定
年
を
今
年
度
か
ら
段

階
的
に
引
き
上
げ
６５
歳
ま

で
延
長
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
２

年
ご
と
に
定
年
退
職
年
齢

を
１
歳
ず
つ
引
き
上
げ
令

和
１３
年
度
に
６５
歳
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
２

年
に
１
回
定
年
退
職
者
が

い
な
い
年
が
生
ま
れ
ま

す
。

同
封
し
て
い
ま
す
。

　
新
規
加
入
の
案
内
対
象

者
を
３
年
間
の
退
職
者
に

す
る
こ
と
は
、
退
職
直
後

の
再
任
用
等
に
よ
る
退
公

連
組
織
へ
の
関
心
、
退
職

者
と
し
て
の
自
覚
不
足
を

打
破
す
る
た
め
に
非
常
に

有
効
と
考
え
て
実
践
し
て

い
ま
す
。
退
職
者
に
は
、

機
会
あ
る
ご
と
の
声
掛
け

な
ど
、
辛
抱
強
く
３
年
間

に
わ
た
っ
て
継
続
し
た
入

会
勧
誘
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
努
力
の
た
め
か

退
職
初
年
度
の
方
よ
り
、

２
年
３
年
経
過
し
た
方
の

入
会
率
の
方
が
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
課
題
は
、
入
会
勧
誘
の

際
に
、
退
公
連
に
加
入
す

る
メ
リ
ッ
ト
を
テ
レ
ビ
に

流
れ
る
「
オ
ト
ク
」
と
い

う
概
念
で
示
す
こ
と
の
難

事
業
は
で
き
な
い
。
組
織

は
成
り
立
た
な
い
。
退
公

連
新
聞
は
そ
の
こ
と
を
忘

れ
ま
い
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
て
き
ま
し
た
。

　
新
聞
配
布
の
方
の
挨
拶

や
メ
モ
書
き
で
安
否
を
問

う
心
遣
い
が
、
受
け
る
方

々
を
ど
れ
ほ
ど
勇
気
づ
け

る
か
。

　
１
回
だ
け
で
は
受
け
取

れ
ず
、
２
回
、
３
回
と
足

を
運
ば
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
や
に
。
集
金
担
当
の
方

々
の
ご
苦
労
の
ほ
ど
は
。

　
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
令
和
４
年
度
は
終
わ
り

ま
し
た
。
新
聞
の
配
布
、

会
費
集
め
等
担
当
の
皆
様

の
隠
れ
た
ご
努
力
で
日
公

連
は
予
定
の
事
業
が
実
施

で
き
ま
し
た
。

　
表
に
立
つ
人
だ
け
で
は

し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
組
織
の
未
来
の
指
針

を
」
と
い
う
積
極
的
な
声

が
あ
り
、
そ
れ
が
退
公
連

へ
の
興
味
関
心
に
結
び
つ

き
、
組
織
加
入
へ
心
が
動

い
て
く
れ
る
こ
と
を
熱
望

し
、
支
部
全
体
で
実
践
し

て
い
ま
す
。
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